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愛
労
連
結
成
前
夜
は
寝
付
か
れ
な
い
ま
ま
、
早
々
に
結
成
会
場
に
む
か
い
ま
し
た
が
、
す
で
に
会
場
で
は
数
人
の

方
が
こ
ら
れ
て
準
備
を
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。

生
木
を
裂
く
よ
う
な
、
上
か
ら
の
反
共
と
労
使
協
調
、
選
別
排
除
の
執
拗
な
攻
撃
と
た
た
か
い
な
が
ら
迎
え
た
、

一
九
八
九
年
一
一
月
一
七
日
。
日
本
と
愛
知
の
新
た
な
労
働
運
動
の
前
進
を
！

の
決
意
を
胸
に
、
愛
労
連
結
成
大

会
に
結
集
し
た
仲
間
た
ち
の
顔
・
顔
…
。
ま
さ
に
緊
張
に
満
ち
た
す
ば
ら
し
い
船
出
と
な
っ
た
こ
と
を
、
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
の
一
〇
年
、
愛
労
連
運
動
に
ご
指
導
・
ご
援
助
を
戴
い
た
多
く
の
労
働
組
合
や
民
主
団
体
、
そ
し
て
学
者
・
研

究
者
や
政
党
の
皆
さ
ん
、
愛
労
連
に
結
集
す
る
す
べ
て
の
労
働
組
合
と
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
創
生
期
の
運
動
で
あ
り
決
し
て
安
易
な
道
で
は
な
か
っ
た
こ
の
一
〇
年
、
時
に
は
自
信
を
な
く
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
私
た
ち
を
励
ま
し
、
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
先
輩
組
合
員
の
方
々
や
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
重
ね
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

八
八
年
八
月
、
統
一
労
組
懇
年
次
総
会
は
、
労
働
戦
線
を
め
ぐ
る
緊
迫
し
た
情
勢
を
分
析
し
「
新
し
い
階
級
的

、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
課
題｣(

案
）
と
「
構
成
と
運
営
の
基
本｣(

案
）
を
提
起
し
、
全
国
に
討
論
を
呼
び

年年年年
のののの
運運運運
動
の
動
の
動
の
動
の
教教教教
訓訓訓訓
をををを
新新新新
たたたた
なななな
前前前前
進進進進
のののの
力力力力
にににに
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か
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
愛
知
統
一
労
組
懇
は
同
年
一
二
月
、
階
級
的
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
問
題
懇
談
会
を
開

催
し
「
階
級
的
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー｣(

素
案
）
を
提
示
。
こ
れ
を
受
け
て
各
組
合
で
の
学
習
・
討
論
を
踏
ま
え
つ

、
、

、

。

つ

八
九
年
六
月
に

一
八
単
産
・
議
長
連
名
に
よ
る
愛
知
ロ
ー
カ
ル
セ
ン
タ
ー
結
成
準
備
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た

そ
し
て
発
足
以
降
六
回
に
及
ぶ
「
準
備
会
全
体
会
議
」
の
議
論
を
経
て
、
参
加
組
合
の
確
認
、
運
営
要
綱
及
び
活

動
方
針
、
役
員
及
び
事
務
局
体
制
、
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を
確
認
し
結
成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
連
合
（
統
一
促
進
会
）
や
連
合
を
後
押
し
す
る
政
府
・
財
界
は
「
一
国
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
」
を

、

歓
迎
し
、
天
安
門
事
件
や
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
な
ど
を
利
用
し
つ
つ
、
職
場
や
産
別
で
の
分
裂
攻
撃
を
強
め
「
全
、

労
連
の
存
在
を
認
め
な
い
」
構
え
を
取
り
続
け
ま
し
た
。

思
え
ば
、
連
合
結
成
に
「
抱
擁
し
て
ま
で
歓
迎
」
と
持
ち
上
げ
た
政
府
・
財
界
の
、
新
た
な
日
本
労
働
運
動
の
変

質
と
弱
体
化
を
目
論
ん
だ
大
が
か
り
な
労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編
攻
撃
と
の
た
た
か
い
の
連
続
で
し
た
。
私
た
ち
の

た
た
か
い
で
「
全
労
連
無
視
」
は
さ
せ
な
い
な
ど
、
一
定
の
変
化
を
作
り
出
し
て
き
て
い
る
と
は
言
え
、
愛
知
県
に

よ
る
地
労
委
や
各
種
委
員
会
・
審
議
会
の
労
働
者
委
員
の
特
定
の
系
統
に
偏
っ
た
選
任
、
労
働
組
合
基
本
調
査
の
や

り
方
な
ど
を
見
て
も
、
基
本
的
に
は
、
今
な
お
全
労
連
や
反
連
合
系
組
合
の
排
除
・
無
視
の
態
度
が
貫
か
れ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

い
ま
、
自
民
党
政
治
の
行
き
詰
ま
り
や
バ
ブ
ル
崩
壊
、
不
況
の
深
刻
さ
、
労
働
者
の
失
業
率
や
有
効
求
人
倍
率
の

戦
後
最
悪
の
状
態
、
倒
産
・
破
産
、
自
殺
者
の
増
大
、
教
育
荒
廃
や
医
療
・
年
金
制
度
の
連
続
改
悪
、
差
し
迫
っ
た

介
護
制
度
の
充
実
、
戦
争
法
の
具
体
化
阻
止
、
加
え
て
軒
並
み
財
政
危
機
を
抱
え
る
愛
知
県
政
は
じ
め
地
方
政
治
の

転
換
な
ど
、
も
は
や
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
情
勢
の
も
と
で
一
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
に
愛
労
連
は
、
こ
の
一
〇
周
年
を
機
に
、
小
さ
く
ま
と
ま
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
労
働
者
を
視
野

に
文
字
通
り
「
真
の
労
働
戦
線
統
一
の
母
体
」
と
し
て
、
ま
た
、
統
一
戦
線
促
進
の
要
と
し
て
の
役
割
を
追
い
求
め

つ
つ
、
輝
く
二
一
世
紀
の
実
現
に
む
け
て
一
層
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

特
に
、
当
面
す
る
国
民
春
闘
や
リ
ス
ト
ラ
反
対
な
ど
「
一
致
す
る
要
求
」
で
の
総
対
話
・
共
同
の
取
り
組
み
や

、

労
働
相
談
活
動
の
強
化
、
未
組
織
労
働
者
や
失
業
し
て
い
る
仲
間
た
ち
と
の
連
携
、
さ
ら
に
愛
知
総
行
動
な
ど
の
国

民
的
・
県
民
的
要
求
で
の
共
同
行
動
の
強
化
、
参
議
院
選
挙
や
知
事
選
挙
・
首
長
選
挙
に
示
さ
れ
た
国
政
・
地
方
政

治
転
換
の
流
れ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
到
達
点
や
教
訓
を
生
か
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。


